
  宮城県版 親の学びのプログラム「親のみちしるべ」 

   「親子で考えよう！我が家のルール～メディアの上手な使い方～」 

 

対象 小学生の保護者 

方法 参加型ワークショップ 
時間 ４５分程度（臨機応変に） 

ねらい 

・小学生のメディアの使い方について見直し、上手な使い方について考える。 

・子育ての悩みを共有しながら、メディアの使い方、危うさについて考える。 

・作戦会議を通して、「我が家のルール」作りを推進する。 

進行のポイント 

・十人十色の子育て。正解はありませんので、より良い子育てについて考える機会にしましょう。 

・笑顔で、ゆったり、参加者同士の会話を大切にしましょう。 

・「書きたくない、話したくない時などは無理をしないでくださいね」と言っておきましょう。 

・評価や否定をすることなく、参加者と同じ目線で寄り添いながら進めましょう。 

事前準備 

① プログラムシート ②サインペン ③付箋 ④グループワークシート２枚 ⑤名札  

⑥アンケート （⑦メッセージ用紙など） 

進行役は、子どもとメディアについて、最新の情報・ニュースなどをリサーチしておきましょう 

                    ワークショップの基本的な流れ 

時間 段階 内容・参加者 
形

態 

M→メインファシリテーター 

G→グループサポーター 留意点 備考 

受   付  

◇受付・グループの確認 

◇名札の作成（ニックネーム

等） 

一
斉 

   

10
分 

導 

入 
①親のみちしるべのプログ

ラムについての説明 

◇親のみちしるべのルール

について理解する。 

②グループ内で自己紹介 

 

◇アイスブレイク 

グ
ル
ー
プ 

M ◇笑顔であいさつ 

MG◇ファシリテーター等 

紹介 

M ◇プログラムの趣旨説明 

MG◇ルールの確認 

MG◇グループで自己紹介 

 

MG◇アイスブレイク 

・明るい雰囲気を作

り笑顔で対応する 

・言葉が多くなり過

ぎないようにする 

・参加者の年齢等に

応じて、簡単なア

イスブレイクを行

う 

・ワークシー

ト等、配布

資 料 の 確

認 

３０
分 

展 

開 

③グループワーク１ 

◆エピソードを読み、自分の

子育ての悩みについて考

える（自分のやってきた子

育てと向き合う）。 

 

 

 

 

 

 

 

④グループワーク２ 

◆メディアを上手に活用す

るために・・・、使い方の

ルールはどうつくる？良

いアイディアはないか話

し合う。 

 

 

 

 

◆グループで話し合ったこ

とを全体で発表して共有

する。 

 

グ
ル
ー
プ 

M ◇ワーク１【ポイント】 

◆エピソードを工夫して紹介す

る。 

同じような経験はないかと投げ

かける。 

  

◎話題提供：紹介マニュアルには

こう書かれていますと紹介する

（時間がない時、ＱＲコードを

開いて読んでみてくださいねと

案内） 

 

M ◇ワーク２【ポイント】 

◆自分の家で実践していることを

中心に紹介してもらう。また、

分かっているけどついやってし

まうということも紹介できる

と、なお良い。成功例、失敗例、

子ども約束（ルールづくり）を

する時のポイントなど楽しく紹

介しあう。 

 

◆グループ毎に発表してもらう。 

・メディアに関する

悩みに限定せず、

子育て全般の悩み

について考えさせ

る 

 

◎話題提供 

親がメディアとのつ 

きあい方について意 

識できるように（脅 

しではなく） 

 

 

 

・参加者（会場）の 

ようすをみながら、 

a 付箋に書きまとめる 

b 書記が内容メモする 

c 話し合いを優先する 

を選択する 

※指示は明確に 

 

 

・よいアイディアや

全体にお知らせた

いことなど共有し

合う。 

 

・ワーク 

シート 

・付箋 

・サインペン 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４弾ステージ②S 小学生編  



5
分 

ま 

と 

め 

⑤振返り 

・ファシリテーターのまとめ

の話を聞く（４ページ目な

どを使いながら） 

 

 

 

 

 

 

・アンケートの記入 

 

一
斉 

M ◇ルールづくりは、親子で一緒

に考えながら。 

親の考え（一方的に取り上げる

など）を押し付けないなど、簡

単にまとめの話をする 

 

M ◆４ページ目は、時間がなけれ

ば、後ほど読むように呼び掛け

る。 

 

M ◇アンケート記入の協力お願い

を伝える 

・参加者の考えや意

見に共感しながら

進める 

 

・子どもの健やかな

成長と大事に思う

気持ちを再確認が

できるように 

 

・子育ては「ひとり

で悩まないでね、相

談してね」を伝えま

しょう 

・アンケート 

 


